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研究報告 

 
研究代表者が開発した生理活性ペプチドKS-13 (PCT/JP2010/67011）および改変型

SL-13R (PCT/JP2015/060273)は、ヒト臍帯血CD34陽性細胞に添加して9日間培養し、

造血幹細胞分画であるCD34陽性CD38陰性細胞の数が培養開始時の55倍に増幅される

ことを確認している。さらに培養した細胞を免疫不全マウスへ移植し、これら増幅細胞

が骨髄再構築能を保持し、白血病・リンパ腫などの造腫瘍性を示さないことも確認して

いる。 
また、臨床研究への移行を想定して、東京大学医科学研究所・高橋聡博士と臨床研究

のプロトコル作成及び出口戦略に関して複数回協議した。 
 培養加工した細胞製剤の臨床応用にあたり、製剤を一度凍結保管し、患者と製剤の

HLA タイプマッチング後に提供することを想定している。そこで、本研究では、①培養

加工細胞製剤の凍結保存条件を検討し、ストックを作成した。今後、凍結保存後加工細

胞製剤を免疫不全マウスへ移植し、有効性および安全性を検討する予定である。 
 

 


